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【法学部／法学研究科】2016年度以降入学者向け 履修要項（2023 年度配付） 

訂正・変更一覧 

（2026年 3月 25日時点 訂正・変更一覧） 

 

＊全学共通科目の訂正・変更については、以下の 「全学共通科目 訂正・変更一覧」を確認すること。 

 

訂正：冊子発行時の内容に誤記があることがわかり、後からこれを正すこと ※冊子 PDFに赤字で訂正を反映しています 

変更：冊子発行以降に制度等に変更が生じたため、最新の情報を示すこと  ※冊子 PDFには反映をしていません 

 

＜2026 年度中の訂正・変更箇所＞ 

全体を通しての変更 

SPIRIT→RIKKYO PORTAL 

教務部部掲示板→教務掲示板 

教務部ページ・教務部サイト→教務事務センターページ 

学生部→学生課 

URL→2026 年度履修要項で最新の情報を確認すること 

訂正日 頁 
訂正/ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/25 80 変更 

法学科履修規定 

１ 履修区分ごとの履修要

領 

１．履修区分ごとの履修要

項 

⑷ 法学部特別講義（自主講座） 

２年次以上の学生には，法学部特別講

義（自主講座）による単位修得を認め

る。これによって修得した単位は 4 単

位を限度として，選択科目区分に算入

する。 

↓ 

⑷ 法学部特別講義（自主講座） 

法学部特別講義（自主講座）によって

修得した単位は 4 単位を限度として，

選択科目区分に算入する。 

法学科（法曹コース）履修

規定 

国際ビジネス法学科履修規

定 

国際ビジネス法学科（グロ

ーバルコース）履修規定 

政治学科履修規定 

3/19 3 変更 教務事項の伝達について 4 教務窓口 

文，経済，理，社会，法，経営，異文

化コミュニケーションの各学部・研究

科学生 

↓ 

文，経済，理，社会，法，経営，異文

化コミュニケーション，環境の各学

部・研究科学生 



3/19 14 変更 
Ⅰ  カリキュラムのしくみ

（RIKKYO Learning Style） 

1 カ リ キ ュ ラ ム のし く み

（RIKKYO Learning Style） 

また，本学では e ポートフォリオ～ 

↓ 

また，本学では e ポートフォリオ 

「立教時間」～ 

3/19 25-31 変更 
Ⅲ-2 履修規定 履修につい

ての注意事項 

２．履修登録上限単位数 

「履修登録上限の範囲」を削除し以下

を追記。履修登録上限単位数に変更は

無し。 

「＊９月入学者は当該年度秋学期と翌

年度春学期で通年（１年間）の登録上

限 

＊４月入学者・NEXUS プログラム生

（２学期目以降）は当該年度の春学

期・秋学期で通年（１年間）の登録上

限 

＊学校・社会教育講座科目（科目コー

ドが G～で始まる科目）は，履修登録

上限に含まれない。 

＊単位認定により修得した単位につい

ては，「入学後に他大学等で修得した

単位」を除き，履修登録上限単位数に

は含まれない。」 

３．重複履修 

⑵〈専門教育科目〉 

ただし演習系科目（基礎文献講読，

First-Year Seminar，発展演習を除

く），演習論文，法学部特別講義（自

主講座）および法政リーディング＆ラ

イティングについてはこの限りではな

い。 

↓ 

ただし演習系科目（基礎文献講読，

First-Year Seminar，発展演習を除

く），演習論文および法学部特別講義

（自主講座）についてはこの限りでは

ない。 

９．演習系科目の履修につ

いて 

項目全体を通して複数の変更が生じて

いるため、この項目は2026年度履修要

項で必ず最新の情報を確認すること。 

１３．公務プロフェッショ

ナル科目群について 

公務実践演習 

↓ 

実践演習（公務） 



１４．演習論文，演習論文

集，海外研究論文について 

２．海外研究論文 

項目全体を通して複数の変更が生じて

いるため、この項目は2026年度履修要

項で必ず最新の情報を確認すること。 

3/19 33-35 変更 Ⅲ-3 履修規定 単位認定 

派遣留学制度による単位認

定 

(1)⑤シラバス等，授業内容がわかる書

類 

※言語系科目については～ 

↓ 

※全学共通科目については～ 

派遣留学制度による単位認

定 

郵送（書留相当）による派遣留学単位

認定申請について 

↓ 

枠内削除 

4 入学前に修得した単位の

認定 

⑵ 認定対象の範囲 

ただし，言語必修科目については，一

定の実力・学習歴がある場合に 

は，別途履修免除制度による単位認定

の可能性がある。 

↓ 

ただし，言語 B 必修科目については，

一定の実力・学習歴がある場合に 

は，別途履修免除制度による単位認定

の可能性がある。 

3/19 38 変更 
Ⅳ 学修計画の立て方・アド

バイザー 

2 アカデミックアドバイ

ザー・オフィスアワー 

※全学共通科目言語系科目教育講師の

オフィスアワーの一覧は R Guide にて

各学期はじめに発表する 

↓ 

※全学共通科目言語系科目のオフィス

アワーの一覧は R Guide にて各学期は

じめに発表する。 

履修モデル 

進路関連科目（例）公務員に、 

「政治過程論１・２」を追加 

3/19 

48 

変更 

Ⅵ 試験・成績 

項目全体 

「筆記試験」「追試験」「不正行為」

「成績」に関することなど、項目全体

を通して複数の変更が生じているた

め、この項目は 2026 年度履修要項で必

ず最新の情報を確認すること 

134 
博士課程前期課程 

Ⅵ 試験・成績 

159 
博士課程後期課程 

Ⅵ 試験・成績 

3/19 61-62 変更 Ⅶ 卒業に関する事項 
1 卒業および学位に関する

規定 

文学科の後ろに、「各専修」「グローバ

ル・リベラルアーツ・プログラム」を

追記。 

末尾に「環境学部環境学科／環境学」

を追記。 



3 卒業合否の発表 

（以下追加） 

１．卒業合否の発表． 

２．学位授与式 

詳細は大学ホームページから確認する

こと。 

学位記等の配付方法については，卒業

合否の発表日にあわせて成績参照シス

テムにて発表する。 

3/19 70 変更 Ⅸ グローバル教養副専攻 
1 グローバル教養副専攻

（Ｇ副専攻）とは 

詳細は G 副専攻 Web サイト

（http://s.rikkyo.ac.jp/rmp）を確認する

こと。 

↓ 

詳細は G 副専攻 Web サイト

（https://portal.rikkyo.ac.jp/rmp/about）

を確認すること。 

3/19 74 変更 

Ⅹ 5 大学間単位互換制度（通

称 f-Campus） 

↓ 

Ⅹ 4 大学間単位互換制度（通

称 f-Campus） 

 

f-Campus とは学習院大学，学習院女子

大学，日本女子大学，早稲田大学，本

学の５大学間における単位互換制度で

ある 

↓ 

f-Campus とは学習院大学，日本女子大

学，早稲田大学，本学の５大学間にお

ける単位互換制度である 

1 履修登録 

2.登録可能単位 

本学を除く他の４大学合計で年間 12 単

位まで。 

↓ 

本学を除く他の 3 大学合計で年間 12 単

位まで。 

3/19 76-77 変更 Ⅺ 法曹コース ２．概要 

３．出願時期と方法 

申請時期：3 月上旬 

↓ 

申請時期：2 月下旬～3 月上旬 

６．その他 

①早期卒業制度について 

法曹コース所属学生は，３年以上在学

して所定の試験に合格し 

↓ 

法曹コース所属学生は，３年（NEXUS

プログラム生は 3.5 年）以上在学して

所定の試験に合格し 

3/19 86 変更 
法学科（法曹コース）履修

規定 
２．選択科目区分 

項目の追加 

３．法学科所属学生による留学に対す

る単位認定 



93 
国際ビジネス法学科履修規

定 

5．グローバルコースへの 2

年次転コース 

⑶ 出願時期と方法 

③英語の能力を示す資料の変更 

⒢ TOEFL iBT スコア 80 点以上 

↓ 

⒢ TOEFL iBT スコア 

・2026 年 1 月 21 日以降に受験した学

生：新スコア 4.5 以上 

・2026 年 1 月 20 日以前に受験した学

生：旧スコア 80 以上 

 

注釈に以下を追加 

＊2025 年度入学者で，出願時に在学 2

学期目または在学 3 学期目の者が英語

の能力を示す資料として 2026 年 1 月

21 日以降に受験した TOEFL 新スコア

を提出しようとする場合には，事前に

教務事務センターまで相談するものと

する。 

100 
国際ビジネス法学科（グロ

ーバルコース）履修規定 

１．履修区分ごとの履修要

領 

１．選択科目区分 

（4）演習系科目 ①履修上限 

法学基礎演習の履修申込数は，春学期

に１科目，秋学期に２科目（ただし，

法学基礎演習（法曹）３科目全てに申

し込む場合のみ，３科目）を上限とす

る。 

また，政治学基礎演習の履修申込数

は，秋学期に２科目を上限とする。な

お，First-Year Seminar は，４月入学者

は春学期，９月入学者は秋学期に自動

登録科目で１科目登録される。 

↓ 

First-Year Seminar の履修上限は 1 科目

（2 単位）である。 

４月入学者は春学期，９月入学者は秋

学期に自動登録される。 

なお，法学基礎演習の履修申込数は，

春学期に１科目，秋学期に２科目（た

だし，法学基礎演習（法曹）３科目全

てに申し込む場合のみ，３科目）を上

限とする。 

また，政治学基礎演習の履修申込数

は，秋学期に２科目を上限とする。 

3/19 128 変更 
博士課程前期課程 

Ⅴ 履修登録 
項目の追加 ６ 履修中止制度 



3/19 147 変更 
博士課程前期課程 

Ⅷ 修了に関する事項 
5．学位授与式 

詳細は各研究科の R Guide を確認する

こと。 時間については，許可者発表日

にあわせて成績参照システムにて発表

する。 

↓ 

詳細は各研究科の R Guide を大学ホー

ムページから確認すること。 学位記等

の配付方法については，修了合否の発

表日にあわせて成績参照システムにて

発表する。 

3/19 
172-

180 
変更 案内図 

池袋キャンパス構内案内図 

新座キャンパス教室案内図 

新座体育館案内図 

2026 年度履修要項で必ず最新の情報を

確認すること。 

 

＜2025年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正/ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 3 変更 教務事項の伝達について 4 教務窓口 

複数の変更が生じているため、この項目

は 2025 年度履修要項で必ず最新の情報

を確認すること。 

3/19 15 変更 
Ⅰ  カ リ キ ュ ラ ム の し く み

（RIKKYO Learning Style） 

２ 科目ナンバリングについ

て 

２ .全学共通科目のナンバリ

ング 

①科目の設置学部学科（専修）・研

究科を示すアルファベット３文字 

 

ポルトガル語 

↓ 

変更後 

ポルトガル語（ブラジル） 

3/19 21 変更 Ⅱ 授業（学習生活） 5 補講 

教務部掲示板および以下の場所で発表す

る。 

↓ 

教務部掲示板で発表する。 

（インフォメーションボード等削除） 

3/19 76 変更 Ⅺ 法曹コース ２ 概要 

複数の変更が生じているため、この項目

は 2025 年度履修要項で必ず最新の情報

を確認すること 

※2 概要＞6．その他＞③法曹コースか

らの退出について「⑵ 法曹コース

に在籍して２学期を経過した時点

（奇数学期において半期休学をした

者については３学期を終了した時

点）で修得した単位につき GPA2.0

未満であること」は 2025 年度以降

入学者に適用される。 



3/19 120  
博士課程前期課程 

授業（学習生活） 
項目の追加 

11 全学共通科目の履修について 

（以降項番修正） 

3/19 26  

Ⅲ-2 履修規定 

履修についての注意事項 

項目の追加 
４ 同一科目に順ずる科目について 

（以降項番修正） 

3/19 31 変更 
14 他学部等科目の履修につ

いて 

複数の変更が生じているため、この項目

は 2025 年度履修要項で必ず最新の情報

を確認すること 

3/19 31 変更 
15 派遣留学生・認定校留学生

の履修 

複数の変更が生じているため、この項目

は 2025 年度履修要項で必ず最新の情報

を確認すること 

3/19 34 変更 
Ⅲ-3 履修規定 

単位認定 

2 休学留学制度による単位認

定 

大学間協定に基づく派遣留学、認定校留

学、大学間協定に基づく「学費非免除留

学プログラム」で 「休学留学」を選択し

た学生が留学先大学で修得した単位は、

国際センターへの成績証明書の提出と全 

学共通カリキュラム運営センターの審議

により以下のとおり認定される。 

↓ 

変更後 

大学間協定に基づく派遣留学、認定校留

学、大学間協定に基づく「学費非免除留

学プログラム」で 「休学留学」を選択し

た学生が留学先大学で修得した単位は、

国際センターへの成績証明書の提出と全 

学共通カリキュラム運営センターの審議

により以下のとおり認定される場合があ

る。 

3/19 39 変更 
Ⅳ 学修計画の立て方・アドバ

イザー 
履修モデル 

項目全体を通して複数の変更が生じてい

るため、この項目は 2025 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること 

3/19 

48 

変更 

 

Ⅵ 試験・成績 

 
項目全体 

「試験に関する規定」「試験方法」「追

試験」「試験時間重複特別試験」「成

績」に関することなど、項目全体を通し

て複数の変更が生じているため、この項

目は 2025 年度履修要項で必ず最新の情

報を確認すること 

134 

博士課程前期課程 

Ⅵ 試験・成績 

 



159 
博士課程後期課程 

V 試験・成績 

3/19 62 変更 Ⅶ 卒業に関する事項 5 特別卒業 

項目全体を通して複数の変更が生じてい

るため、この項目は 2025 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること 

3/19 

68 

変更 

Ⅷ 学籍・学費 6 再入学 

項目全体を通して複数の変更が生じてい

るため、この項目は 2025 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること 

151 
博士課程前期課程 

Ⅸ 学籍・学費 
5 再入学 

160 
博士課程後期課程 

Ⅶ 学籍・学費 
 

3/19 75 変更 
Ⅹ 5 大学間単位互換制度（通

称 f-Campus） 
項目の追加 

5 履修中止 

f-Campus 科目は履修中止申請が認めら

れない。 

（以降項番修正） 

3/19 

80 

変更 

法学科履修規定 
１ 履修区分ごとの履修要領 

２．自由科目区分 

②自由科目区分には，選択科目の卒

業要件単位数を超えて修得した科

目，法学部自由科目１・２，他学部

科目等，および5大学間単位互換制

度（f-Campus）で修得した科目の

単位が算入される。 

↓ 

変更後 

②自由科目区分には，法学部科目

（選択科目）の卒業要件単位数を超

えて修得した科目，法学部自由科目

１・２，言語自由科目，卒業要件単

位数を超えて修得した全学共通科目

（総合系），他学部科目等，および

5大学間単位互換制度（f-Campus）

で修得した科目の単位が算入され

る。 

※国際ビジネス法学科の履修規定に

ある、上記以降の文章には変更な

し。 

87 法学科（法曹コース）履修規定 

１ 履修区分ごとの履修要領 

３．自由科目区分 

93 国際ビジネス法学科履修規定 

107 政治学科履修規定 

3/19 86 変更 法学科（法曹コース）履修規定  

必修科目の履修辞退（法学部法学科法曹

コースのみ）の「■ 申請手続き」に複

数の変更が生じているため、この項目は

2025年度履修要項で必ず最新の情報を確

認すること 

3/19  変更 国際ビジネス法学科履修規定 １ 履修区分ごとの履修要領 
「５．グローバルコースへの２年次転コ

ース」において下記文言を削除 



５．グローバルコースへの２年

次転コース 

 

「＊ 2025 年度の転コース（出願時

期：2025 年１月予定）より，求め

られる英語の能力基準を引き上げま

す。」 

3/19 92 変更 
国際ビジネス法学科（グローバ

ルコース）履修規定 
１ 履修区分ごとの履修要領 

項目全体を通して複数の変更が生じてい

るため、この項目は 2025 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること 

3/19 94 変更 
国際ビジネス法学科（グローバ

ルコース）卒業要件単位表 
 

「※１」において下記文言を追加 

「ただし，「Law and Society in Japan 

A/B」の単位を優先して当該科目区分に

算入する。」 

3/19 124 変更 

博士課程前期課程 

Ⅲ 履修規定（修了要件単位

について） 

項目全体 

項目全体を通して複数の変更が生じてい

るため、この項目は 2025 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること 

3/19 127 変更 

博士課程前期課程 

Ⅳ 履修規定（単位認定／大

学院間相互科目の履修） 

項目全体 

「派遣留学・認定校留学制度による単位

認定」の項目が追加されるなど、項目全

体を通して複数の変更が生じているた

め、この項目は 2025 年度履修要項で必

ず最新の情報を確認すること 

3/19 158 訂正 
博士課程後期課程 

Ⅲ 履修規定 
７．単位認定 「単位認定」の項目削除 

 

 

＜2024年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正/ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 
2, 

3 
変更 教務事項の伝達について 

１ 掲示 

２ 教務関連 Wｅｂサービス 

３ 緊急時連絡 

４ 教務窓口 

各項目の掲載リンク、授業支援システムな

どに変更が生じているため、この項目は

2024 年度版の履修要項で確認すること。 

3/19 13 変更 法学部 学位授与の方針 学習環境 

１２．において以下の文言を変更 

 

「キャリア意識の形成」という科目 

↓ 

キャリア教育関連科目の履修 

3/19 
15, 

16 
変更 科目ナンバリングについて ２ 全学共通科目のナンバリング 

言語系科目のナンバリングに複数の追加・

変更が生じているので、2024 年度履修要項

で確認すること。 



3/19 

21- 

23 

変更 

Ⅱ 授業（学習生活） 
４ 授業形態 

５ 休講 

８ 学校感染症に罹患した場合の

措置について 

「授業形態」など、項目の追加や修正が生

じているため、この項目は 2024 年度版の

履修要項で確認すること。 
118- 

119 

博士課程前期課程 授業

（学習生活・履修計画の立

て方・オフィスアワー） 

3/19 24 変更 Ⅲ-1 履修規定（単位） ２ 卒業要件単位 

以下の文言を追加 

⑶ 全授業回の半数を超える授業回を遠隔

により実施する科目で修得した単位は，60

単位まで卒業要件単位に含めることができ

る（遠隔授業 60 単位上限）。60 単位を超

えた単位は随意科目となり，卒業要件単位

には算入されない。 

 履修中及び修得した遠隔授業の単位数

は，成績参照画面で確認すること。 

「遠隔授業 60 単位上限」の対象となる科目

は，授業形態により定められる。授業形態

については，Ⅱ 授業（学習生活）を参照 

3/19 
26- 

30 
変更 

Ⅲ-2 履修規定（履修につ

いての注意事項） 

２ 履修登録上限単位数 

３ 重複履修 

８ 演習系科目の履修について 

１０ 自主講座について 

１３ 演習論文，演習論文集，海

外研究論文について 

「〈全学共通科目の履修登録上限単位

数〉」において、言語自由科目（英語）に

関する記載を削除 

「重複履修」、「演習系科目の申し込み上

限数について」、「自主講座」、「海外研

究論文」に複数の変更が生じているので、

この項目は 2024 年度履修要項で必ず最新

の情報を確認すること。 

3/19 
34- 

35 
変更 

Ⅲ-3 履修規定（単位認

定） 

４ 学内転部・転科学生の単位認

定 

５ 入学前に修得した単位の認定 

「学内転部者」、「全学共通科目につい

て」に複数の変更が生じているので、この

項目は 2024 年度履修要項で必ず最新の情

報を確認すること。 

3/19 39 変更 
Ⅳ 学習計画の立て方・ア

ドバイザー 
履修モデル 

「基礎・教養科目」「グローバルコース」

の科目名について以下のとおり変更 

法学基礎演習（英） 

↓ 

First-Year Seminar 



「進路関連科目」「商社・メーカー」の科

目名について以下のとおり変更 

国際経済法 

↓ 

国際経済法１・２ 

3/19 

40 

変更 Ⅴ 履修登録 

１ 履修登録とは 

「法学部通年科目の履修取消」に複数の変

更が生じているのでこの項目は 2024 年度

履修要項で必ず最新の情報を確認するこ

と。 

42 

43 

 

３ 履修届出方法 

「１．自動登録科目」、「３．抽選登録科

目」の法学部独自部分について複数の変更

が生じているのでこの項目は 2024 年度履

修要項で必ず最新の情報を確認すること。 

 

「1．自動登録」（2）※部分について 

以下のとおり変更 

全学共通科目言語 A（英語） 

↓ 

全学共通科目言語系科目 

「3．抽選登録」（2）⑥部分について 

全学共通科目言語自由科目（英語）に関す

る記載を削除 

3/19 

48- 

60 

変更 

Ⅵ 試験・成績 

項目全体 

「試験に関する規定」、「口頭試問」、

「レポート試験」、「追試験」、「GPA」

（算出対象外科目の成績表示方法）に関す

ること、「法学部試験規則」や「法学部追

試験・試験時間重複地区別試験実施規則」

の廃止など、項目全体を通して複数の変更

が生じているため、この項目は 2024 年度

履修要項で必ず最新の情報を確認するこ

と。 

134- 

145 

博士課程前期課程 

Ⅵ 試験・成績 

3/19 62 変更 Ⅶ 卒業に関する事項 ５ 特別卒業 

「1. 特別卒業（9 月卒業）とは」において

以下の文言を追加（赤字部分） 

 

３．申請時において，在学８学期目以降の

学生であること 

ただし，在学学期数に関しては，法学部法

学科法曹コースの対象学生については，在

学６学期以降で足りるものとする 



3/19 

67- 

68 

変更 

Ⅷ 学籍・学費 
２ 休学・復学 

６ 再入学 「休学中の学費について」、「再入学と

は」に複数の変更が生じているので、この

項目は 2024 年度履修要項で必ず最新の情

報を確認すること。 151 
博士課程前期課程 

Ⅸ 学籍・学費 

２ 休学・復学 

５ 再入学 

3/19 72 変更 Ⅸ グローバル教養副専攻 5  Ｇ副専攻のコース・テーマ 

「2．Language & Culture Course」に以下

のテーマを新設 

 

９． Russian Language & Culture  

選択した言語の技能を磨くとともに、ロシ

ア語圏の文化や社会への理解を深める。 

3/19 
76, 

77 
変更 Ⅺ 法曹コース 項目全体 

「法曹コースからの退出について」に関す

ることなど、項目全体を通して複数の変更

が生じているため、この項目は 2024 年度

履修要項で必ず最新の情報を確認するこ

と。 

3/19 78 変更 
Ⅻ 法学研究科特別進学生制

度 

７．大学院法学研究科への進学条

件 

「進学条件」において以下の文言の追加 

 

(3) 学部 4 年次をもって大学を卒業するこ

と。 

3/19 
80, 

81 
変更 法学科履修規定 １ 履修区分ごとの履修要領 

「２．法学科所属学生による留学に対する

単位認定」の項目追加 

2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認

すること。 

3/19 

80. 

86, 

92, 

99, 

106 

変更 履修規定 １ 履修区分ごとの履修要領 

「選択科目区分」について、「演習系科目の

履修上限」に複数の変更が生じているので、

この項目は 2024 年度履修要項で必ず最新の

情報を確認すること。 

3/19 

82, 

89, 

94, 

103, 

108 

変更 卒業要件単位表 卒業要件単位表欄外 

下記文言を修正（赤字部分） 

◆全授業回の半数を超える授業回を遠

隔により実施する科目で修得した単位

は、60 単位まで卒業要件単位に含める

ことができる。60 単位を超えた単位は

随意科目となり、卒業要件単位には算

入されない。 

授業形態については，「Ⅱ 授業（学習

生活） ４ 授業形態 」を参照するこ

と。 

3/19 
86, 

87 
変更 

法学科（法曹コース）履

修規定 
項目全体 

「必修科目の履修辞退」に関することな

ど、項目全体を通して複数の変更が生じて



いるため、この項目は 2024 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること。 

3/19 93 変更 
国際ビジネス法学科履修

規定 
１ 履修区分ごとの履修要項 

「５．グローバルコースへの２年次転コー

ス」の項目追加と求められる英語の能力基

準の変更 

2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認

すること。 

3/19 100 変更 

国際ビジネス法学科（グ

ローバルコース）履修規

定 

１ 履修区分ごとの履修要項 

「５．グローバルコースへの２年次転コー

ス」の項目削除 

本項については 2024 年度履修要項のコック

崔ビジネス法学科履修規定にて必ず最新の

情報を確認すること。 

3/19 113 変更 

法学研究科 教育研究上

の目的 学位授与方針 教

育課程の編成・実施方針 

教育研究上の目的 

「教育研究上の目的」の項目削除 

2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認

すること。 

3/19 

122, 

123 

変更 

博士課程前期課程 

Ⅱ研究指導基本スケジュー

ル 
項目全体 

「１．基本スケジュール」に関することな

ど、項目全体を通して複数の変更が生じて

いるため、この項目は 2024 年度履修要項

で必ず最新の情報を確認すること。 
156, 

157 

博士課程後期課程 

Ⅱ研究指導基本スケジュー

ル 

3/19 
124- 

126 
変更 

博士課程前期課程 

Ⅲ 履修規定（修了要件単

位について） 

１ 修了要件単位 

１．単位制度 

２．単位の考え方 

３．修了要件単位数 

１ 単位制度において以下の文言を変更 

 

大学院の学科目は，１週２時間で半年にわ

たるものを２単位とする。 

        ↓ 

大学院博士課程での学修は，単位制となっ

ている。科目には一定の単位が定められて

おり，その科目の履修登録をし，授業を受

け，かつ，試験に合格した場合，当該科目

の単位が与えられる。 

「２．単位の考え方」の項目追加 

2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認

すること。 

「３．修了要件単位数」の「博士課程前期

課程修了要件単位数」の選択履修区分に以

下を追加。 

 

法学部科目特別履修を承認された法学部専

門教育科目（4 単位まで） 

２ 特別研究指導 A1・A2・B1・

B2 

３ 履修区分ごとの履修要領 

「履修登録方法」に関することなど、項目

全体を通して複数の変更が生じているた

め、この項目は 2024 年度履修要項で必ず

最新の情報を確認すること。 



157 

博士課程後期課程 

Ⅲ 履修規定（単位制度に

ついて） 

 

２．単位制度 

２．単位制度において以下の文言を変更 

 

本専攻博士課程後期課程の授業科目は，１

週２時間半期の科目を２単位とする。 

        ↓ 

単位制度については，博士課程前期課程Ⅱ

履修規定 １修了要件単位「１．単位制

度 」を参照すること。 

４．研究計画書の届出 

項目全体を通して複数の変更が生じている

ため、この項目は 2024 年度履修要項で必

ず最新の情報を確認すること。 

3/19 

146 

変更 

博士課程前期課程 

Ⅶ 修士論文／リサーチ・

ペーパー 

５．審査基準 

「審査基準」において以下の文言の追加 

 

７ 学位授与の方針に定めた知識，能力等

を有すると認められること 

 
160 

博士課程後期課程 

Ⅵ 博士学位申請 
４．審査基準 

3/19 147 変更 
博士課程前期課程 

Ⅷ 修了に関する事項 

１．修了年月日 

３．特別修了 

「１．修了年月日」において以下の文言の

削除 

 

３月 31 日 

「3．特別修了〈特別修了（9 月修了）（３

月修了）申請条件〉」において以下の文言

の削除 

 

TESOL-J 

3/19 158 変更 
博士課程後期課程 

Ⅳ 履修登録 

（4）「法学研究基礎」と「政治

学研究基礎」の登録について 

（4）②において下記文言を修正（赤字部

分） 

登録については春学期授業開始前までに教

務事務センター窓口にて申請用紙を提出す

ること。 

↓ 

登録については春学期授業開始前までに R 

Guide を確認すること 

 

＜2023 年度中の訂正・変更箇所＞  

訂正日 頁 
訂正/ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

9/1 35 変更 
Ⅲ 3 履修規定（単位認

定） 

5 入学前に修得した単

位の認定 

（3）認定科目名・履

修区分 

下線部を追記 

＜全学共通科目＞ 

全学共通科目として認定する場合は, 科

目名で表示せず, その内容から特定の履修

区分に振り替えて認定する。ただし, 本学



で修得した科目については、本学の科目名

で認定する。 

8/3 35 訂正 Ⅲ-3 履修規定 単位認定 
5 入学前に修得した単位

の認定 

「（1）申請時期・方法 ④」について、下記文

言（下線部分）を訂正。 

・誤「提出された書類に基づき。全学共通カリ

キュラム運営センターまたは学科等が審査を行

う。」 

→正「提出された書類に基づき。全学共通カリ

キュラム運営センターまたは学部が審査を行

う。」 

 

「（6）認定の上限単位数」について、下記文言

（下線部分）を修正。 

・誤「なお，全学共通科目について，総合系科

目の卒業要件単位数を超えて単位認定された場

合、その単位は履修区分「自由科目」への算入

は認めず，随意科目の単位として扱う」 

→正「なお，全学共通科目について，総合系科

目の卒業要件単位数を超えて単位認定された場

合、その単位の扱いは法学部専門教育科目の自

由科目の扱いと同様とする」 

7/18 104 訂正 
国際ビジネス法学科 

グローバルコース 科目表 

国際ビジネス法学科  

グローバルコースＢ 

（英語科目） 

以下、科目名の訂正。 

・誤「Japanese Economy History 1」 

→正「Japanese Economic History 1」 

・誤「Japanese Economy History 2」 

→正「Japanese Economic History 2」 

5/18 

22 

変更 Ⅱ授業 
７ 学校感染症に罹患した

場合の措置について 

提出する書類は、本学書式の「治癒証明書」ま

たは「診断書」とする（窓口交付の申請書は廃

止）。 

申請者には，各教務窓口にて配慮依頼文書を交

付する（申請書および診断書もしくは治癒証明

書のコピーを返却する対応の廃止）。 

119 

 

 



    

教務事務センター 

【全 学 共 通 科 目】 

 2 0 2 3 年 度 １ 年 次 入 学 者 向 け  履 修 要 項 （ 2 0 2 3 年 度 配 付 ） 訂 正 ・ 変 更 一 覧      

（2026年 3月 19日時点 訂正・変更一覧） 

 

訂正：冊子発行時の内容に誤記があることがわかり、後からこれを正すこと  

変更：冊子発行以降に制度等に変更が生じたため、最新の情報を示すこと 

 

＜2026 年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正／ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 全 9 変更 

総合系科目につい

て 

２．科目群 

３ 芸術・文化への招待 

 このカテゴリでは，人類が生み出してきた文

学・美術・音楽・演劇・映像・建築などの作品

を対象として，作品の作り手と受け手との緊張

をはらんだ関係，あるいは作品を取り巻く社会

的諸関係の実相に迫る。文学・芸術の作品に，

理性と感性とを総動員して向かい合うことが，

その特色である。 

 （略）こうした多くの要求にかなった科目を

配置することで，「多彩な学び」に相応しい科

目を用意した。これら科目の受講により，文

化・芸術などの創造・鑑賞を志す学生には，幅

広いその土台を提供することになろう。 

     ↓ 

このカテゴリでは，人類が生み出してきた文

学・美術・音楽・演劇・映像・建築などを対象

として，多様なジャンルの作品に理性と感性と

を総動員して向かい合うことで，作り手と受け

手との緊張をはらんだ関係，あるいは作品を取

り巻く社会的諸関係の実相に迫ることを特色

とする。 

 （略）「多彩な学び」に相応しい，これら多

岐にわたる科目群は，文化・芸術などの創造・

鑑賞を志す学生に確固とした土台を築く機会

を提供することになるだろう。 

3/19 全 9 変更 

総合系科目につい

て 

２．科目群 

４ 心身への着目 

 現代社会では，さまざまなストレスの中で日

常生活を送っており，心身の健康がより良く生

きるための重要な要因となっている。（略） 

 心身に関わるテーマに，心理・メディアの分

野では「認知」，「行動」，「発達」，「心の健康」

などの側面から，健康・スポーツの分野では「医

学」，「社会学」，「運動学」，「栄養学」などの側



面から迫るとともに，映像論，身体論の視点も

取り上げる。このように，積極的に心身の問題

を掘り下げて理解することを目的としている。 

     ↓ 

 現代社会に生きる人々は，さまざまなストレ

スの中で日常生活を送っており，心身の健康が

より良く生きるための重要な要因となってい

る。（略） 

 心理・メディアの分野では「認知」，「行動」，

「発達」，「心の健康」などの側面から，健康・

スポーツの分野では「医学」，「社会学」，「運動

学」，「栄養学」などの側面から迫る科目群とと

もに，映像論，身体論も配置する。これにより，

履修者が多様な視点から心身の問題を掘り下

げて理解を深めることを目的とする。 

3/19 全 10 変更 

総合系科目につい

て 

２．科目群 

６ 知識の現場 

立教大学の社会的な使命や課題を強く意識

した全学的な取り組み（プロジェクト）のため

に設けられている科目群で，学外特に海外でさ

まざまな実践活動に携わろうとする学生がそ

うした活動を学業の一部に取り込むことが可

能となるように，「総合系科目」の伝統的なル

ールの外で，プロジェクトの各担当部局がほぼ

独自に科目を編成している。「多彩な学び」は 1

年次秋学期以降の全学年で所属学部にかかわ

らず履修できるのが原則だが，「知識の現場」

に限っては，「積み重ね型」のカリキュラムで

あることが多いため，履修できる学部・学年が

特定されていたり，先修規定があったり，語学

能力等で事前に参加が制限されたりすること

がある。多くは人数制限科目であり，単位認定

の仕方も「多彩な学び」の他の科目と異なる場

合がある。 

     ↓ 

立教大学の社会的な使命や課題を強く意識

した全学的な取り組み（プロジェクト）のため

に設けられている科目群で，学外（海外および

国内）でさまざまな実践活動に携わろうとする

学生がそうした活動を学業の一部に取り込む

ことが可能となるように，「総合系科目」の伝

統的なルールを越え，科目が編成されている。

「多彩な学び」は 1 年次秋学期以降の全学年で

所属学部にかかわらず履修できるのが原則だ

が，履修できる学部・学年が特定されていたり，

先修規定があったり，語学能力等で参加が制限



されたりすることがある。 

3/19 全 12 変更 

総合系科目につい

て 

２．科目群 

立教大学数理データサイエン

ス教育プログラム 

「立教大学数理データサイエンス教育プログ

ラムは、数理・データサイエンスを基礎から応

用まで体系的に学ぶオンデマンド型プログラ

ムである。入門・応用の 2 つのコースで構成さ

れ、応用コースを修了した学生には、修了証を

発行する。文部科学省の数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム認定制度への申請を予定

している。」を追記。 

3/19 全 12 変更 

総合系科目につい

て 

４．履修上の注意 

２．履修登録上限単位数 

また，「海外ワークエクスペリエンス１・２」

科目の登録上限の扱いについては，R Guide を

参照すること。 

（略）詳細はシラバスや R Guide の全学共通科

目表で確認すること。 

     ↓ 

また，春学期期間外科目・秋学期期間外科目は，

年間の履修登録上限単位数に算入される（学期

ごとの上限には含まれない）。詳細は，R Guide

を参照すること。 

（略）その他，詳細はシラバスや R Guide の全

学共通科目総合系科目表で確認すること。 

3/19 全 12 変更 

総合系科目につい

て 

４．履修上の注意 

４．卒業要件とはならない科目 

「環境学部の学生は，「多彩な学び」科目群『６ 

知識の現場』の「GL101」は履修対象外（履修

不可）科目となるので注意すること。」を追記。 

3/19 全 31 変更 
言語系必修科目 

１．英語単位認定試験 
９．不正行為 

⑵ 受験中不正行為を行った者は，直ちに退場

させられる。 

⑷ 不正行為を行った者の当該試験期間の成

績は，筆記試験以外の方法のみによって成績評

価をする科目（レポート・レポート試験科目，

平常点科目，口頭試問科目）について有効とす

る。ただし，処分決定後は，不正行為以後の全

ての受験資格を喪失する。 

⑸ 春学期末または秋学期末・学年末試験期間

に不正行為を行った場合，６月または 11 月に

受験した英語単位認定試験の受験資格をさか

のぼって失い，合格は取り消される。 

⑹ 不正行為を行った者の処分は，当該学生の

所属学部教授会が決定する。 

⑺ 不正行為に対する処分は，訓告，停学，退

学の３種類とする。 

不正行為の処分は，原則として停学とする。 

↓ 



⑵ 試験中に不正行為とみなされる行為が発見

された場合，試験監督者および全学共通カリキ

ュラム運営センターは，不正行為者に対して，

試験の中断，その場での待機，また試験場から

の退室等を命じる。不正行為者はその指示に従

うこと。 

⑷ 春学期末試験に不正行為を行った場合には

6 月に受験した英語単位認定試験の，秋学期

末・学年末試験に不正行為を行った場合には 11

月に受験した英語単位認定試験の，それぞれ受

験資格をさかのぼって失い，合格は取り消され

る。 

⑸ 不正行為を行った者の当該試験期間の成績

は， 平常点科目はこれを有効とする。口頭試

問科目は，不正行為の認定以前に実施されたも

ののみ有効とする。レポート試験科目は，不正

行為を行った筆記試験科目の試験開始時刻（定

刻）以前に Web提出されたもののみ有効とする。 

⑹ 不正行為を行った者は，本学学則第 56 条に

基づき，これを懲戒する。 

⑺ 懲戒は，本学学則第 56 条２に基づき，訓告，

停学及び退学の３種とする。 

⑻ 不正行為を行った者の懲戒は，本学学則第

57 条に基づき，当該学生の所属学部教授会の議

を経て，総長がこれを行う。 

 

＜2025 年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正／ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 全 11 変更 

総合系科目 

科目群 

 

３．スポーツ実習 

スポーツスタディ 

文章中の以下の下線部を変更 

また，各担当者から課せられるレポート 

を提出することにより， 

↓ 

また，各担当者から課せられるレポート 

やテストにより， 



3/19 全 38 変更 

言語系自由科目 

自由科目 

 

１．自由科目 

履修上の注意 

先修規定 

以下の文言を「5.先修規定」として追記 

 

5.先修規定 

原則，言語系科目の自由科目に先修科目（※）

はない。但し，日本手話については先修科目が

設けられているため，履修を希望する場合は必

ず R Guide の科目表で詳細を確認すること。 

 

（※）先修科目とは，ある科目を履修するため

の条件として，先立って，単位を修得しておく

ことが必要な科目をいう。 

3/19 全 40 変更 

言語系自由科目 

自由科目 

３．ドイツ語・フ

ランス語・スペイ

ン語・中国語・朝

鮮語・ロシア語 

２．母語話者の 

履修について 

文章中の以下の下線部を追記 

母語は履修してはならない。 

↓ 

一部科目を（※）除き，母語は履修してはなら

ない。 

（※）「～語 CLIL〇」については，母語話者の

履修を認める。 

 

＜2024 年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正／ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 

 

 

全 3 

 

全 7 

全 8 

変更 

 

 

全学共通科目とは 

 

総合系科目 9 月入学者向けの補足事項 

以下の文言（下線部分）を追記 

 

9 月入学者は，4 月入学者と履修時期が異なる。

本文は以下のように読み替えること。 

1 年次春学期 → 1 年次秋学期 

1 年次秋学期 → 1 年次春学期 

＊NEXUS プログラム生（異文化コミュニケーシ

ョン学部を除く）は,上記の読み替えは不要 

3/19 全 11 変更 

総合系科目 

科目群 

多彩な学び 

外国語による総合系科目

（Ｆ科目） 

TOEIC → TOEIC®L&R 

主に英語で行われるが、英語以外の外国語で開

講する科目もある。その場合に求められる当該

言語のレベルは別途定めるという旨を追記。 



3/19 全 16 変更 
履修登録上限 

単位数 
科目名変更 

文章中の以下の科目名を変更 

「海外インターンシップ１・２」 

↓ 

「海外ワークエクスペリエンス１・２」 

3/19 

全 34

～ 

全 38 

変更 
言語系科目 

自由科目 

言語自由科目 

カリキュラム改定 

2024 年度 R Guide 掲載の 

「言語自由科目 カリキュラムの改定につい

て」を参照すること。 

 

＜2023 年度中の訂正・変更箇所＞ なし 

 

 

 以 上 

https://rguide.rikkyo.ac.jp/2024/files/zenkari/gengo/Curriculum_kaitei.pdf
https://rguide.rikkyo.ac.jp/2024/files/zenkari/gengo/Curriculum_kaitei.pdf

